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井 深 信 男 (兼敏大･故 ･心理)
昨年度共同利用研究にひきつづき,同じ仮説にもとづ
いて以下の実験がなされた｡
アカゲザル (実験 t,lo扇 :実験Ⅰ,6頭)にメクン
フェクミン (1mg/kg,i.m.)を授与して,視覚的抜穴
活動と自発的活動性に及ぼす効果をみた.視覚的探究行
動の測度として視覚刺激 (実験Ⅰ,点減光 (4%),yiZ
鹸Ⅰ,仲間のアカゲザル)に対する接近行動の回数と時
間が記録された｡同時に記録された自発的活動性の測度
としてほ,同じ装置内でのフォトビ-ムを切った回数が
用いられた｡
Berlyneの覚醒レベル仮説によれは,メクンフェク
ミン投与により一過的に覚醒レベルが上げられた被験体
は,I)ンゲル液注射の披験体より,視覚的探累行動が減る
はずである｡事実実験結果は,これを恭づけメタンフェ
タミンは視覚刺激に対する接近行動を完全に抑制した｡
一方同時に記録した自発的活動についてみてみると,メ
タンフェタミンは約半数のアカゲザルにおいて促進的,
すなわち活動性を上げ,残り半数においては活動性を下
げた｡この意味では自発的活動性は覚醒レベルをよく反
映するとした仮説を十分に支持しなかった｡このアカゲ
ザルにおけるメタンフェタミンの自発的活動性に及ぼす
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